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琵 琶 湖 固 有 の 新 種 と し て 
ビワマスに学名が付けられました 

 

摂南大学（学長：久保康之）農学部応用生物科学科の福家悠介特任助教、琵琶湖博物館の藤岡康

弘特別研究員、桑原雅之特別研究員、田畑諒一主任学芸員、京都大学の中坊徹次名誉教授の研究

グループは、２０２５年６月２１日付の国際学術誌にて、琵琶湖固有の新種としてビワマスに新

たに学名（※１）「Oncorhynchus biwaensis（オンコリンカス・ビワエンシス）」を与えました。 

７月１９日より琵琶湖博物館水族企画展示室の特設コーナーにて、本研究にて用いられたタイ

プ標本（※２）を展示します。また、６月３０日に同博物館において今回の論文発表にかかるタイ

プ標本の撮影の場をマスコミ関係者向けに設けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１．学名：その生き物を他の生き物から区別するための世界共通の学術的な名前。学名が付与

されることを「新種記載」と言い、学名が付与されることで、はじめてその種は新種として認識さ

れる。 

※２．タイプ標本：学名を付ける生き物の名前の基準になる標本。基準標本。ホロタイプは新種記

載された際に１つだけ選ばれる代表となる標本。 

 

■概 要 

・琵琶湖固有の新種としてビワマスに新たに「Oncorhynchus biwaensis（オンコリンカス・ビワエン

シス）」という学名が付与されました（ビワマスが新種記載されました）。 

・この学名を担うタイプ標本は琵琶湖博物館に保管されました。 

・ビワマスは、１９２５年に新種として記載されましたが、１９９０年の研究によって１９２５

年時に記載されたタイプ標本がビワマスとして知られている生き物とは違うことが指摘された

ため、ビワマスには学名がありませんでした。 

・今回の研究では、形態や遺伝分析などにより、近縁な種類と明確に異なることが示されました。 

・琵琶湖博物館水族企画展示室にて、今回の新種記載研究で使用されたタイプ標本を展示します。 

・同博物館において、ホロタイプ標本（タイプ標本の中の代表）を期間限定で展示します。また、

タイプ標本を展示する場所の横にあるトンネル水槽では生きているビワマスを見ることができ

ます。 

ビワマスのホロタイプ標本（生鮮時） 

Fujioka et al. (2025)より（写真提供：藤岡康弘氏） 

(滋賀県政記者クラブにも配信しています) 

 



 

■研究の詳細について 

【ビワマスについての分類学的研究の歴史～江戸時代での認識、最初の記載】 

ビワマスは琵琶湖のみに生息するサケの仲間で、琵琶湖を海のように利用しています。ビワマ

スの存在自体は世間一般にも学術的にも古くから認識されていました。実際、江戸時代に書かれ

た「湖中産物圖證」には、ビワマスが北國のカワマス（サクラマスのこと）と異なるものであるこ

とが記されていました。その後、１９２５年に米国の魚類研究者であるジョルダンとマクレガー

によって、「Oncorhynchus rhodurus（オンコリンカス・ロヅラス）」の学名で新種として記載された

種（この時に使用されたタイプ標本）が、長らくビワマスとみなされていました。 

 

【他種と同じであるという認識から別のものであるという認識へ】 

１９３０年頃～１９６０年代には、ビワマ

スは西日本に広く分布するアマゴの降海型

（サツキマス）と同種であると考えられ、ア

マゴとビワマスに同一の学名が適用されて

いました。しかし、１９７０年代後半からは、

ビワマスとアマゴの比較研究が進展し、両者

の形態や生態・生理などに違いが見い出され

てきました。１９９０年代後半から２０１０

年代にかけては、遺伝分析によってもビワマ

スが他のサクラマス種群と異なることが

示されてきました。 

そのようなビワマスの研究史の中で、

１９９０年の木村晴朗による分類学的な

研究で、ビワマスとみなされていた「Oncorhynchus rhodurus（オンコリンカス・ロヅラス）」のタ

イプ標本がビワマスではなかったということが指摘されてからは、ビワマスには学名がない状態

が続いていました。 

 

【今回の研究と今後の展望】 

本研究では、近縁種のサクラマス（ヤマメ）、サツキマス（アマゴ）を含めて、新たにビワマス

の標本を入手し、縮約的核ゲノム分析を含めた遺伝分析を行い、近縁種との交雑がない標本であ

ることを確かめました。そうした標本について、詳細な形態分析を行い、これまでに報告されて

いる近縁種などの標本との比較を行いました。その結果、ビワマスはサクラマス種群の近縁種と

は明確に異なることが示されたので、琵琶湖に固有な新種としてビワマスに対して「Oncorhynchus 

biwaensis（オンコリンカス・ビワエンシス）」の学名を与えました。 

学名が付与されることにより、国際的な場でも、琵琶湖におけるシンボルフィッシュの一つで

あるビワマスの存在が認められることとなります。ビワマスは琵琶湖固有種として生物学的に重

要な魚というのみならず、琵琶湖周辺における漁業や食文化の中でも重要な魚です。しかしなが

ら、河川改修によって産卵場所が失われたり、移入された近縁種と交雑するおそれがあるなど、

現在危機的な状況にあります。ビワマスが種として認識され、保存対象種のリストに種として記

載されることで、本種の保全がこれまで以上に進展することが今後期待されます。 

本研究の成果は、日本魚類学会の国際英文誌「Ichthyological Research」に掲載されました。 

 

■論文情報 

ビワマス成熟雄個体（タイプ標本ではない個体） 

Fuijoka et al. (2025) より（写真提供：藤岡康弘氏） 



論文名：The Biwa salmon, a new species of Oncorhynchus (Salmonidae) endemic to Lake Biwa, 

Japan 

著者名：Yasuhiro Fujioka, Masayuki Kuwahara, Ryoichi Tabata, Yusuke Fuke, Tetsuji Nakabo

（藤岡康弘・桑原雅之・田畑諒一・福家悠介・中坊徹次） 

掲載誌：Ichthyological Research 

ＤＯＩ：https://doi.org/10.1007/s10228-025-01032-z 

 

■展示について 

資料保存のため、新種記載に用いられたタイプ標本（基準標本）は、一般にはあまり公開されま

せんが、今回の研究公表を記念して、特別にタイプ標本（ホロタイプ※１もしくはパラタイプ※

２）を下記の期間・場所にて展示します。 

特にホロタイプについては、今後展示される機会はまずないと思われますので、この機会がホ

ロタイプ標本を展示で見る最初で最後の機会となります。 

（展示標本や館内の状況によって、展示を休止・一部変更する場合があります） 

 

※１ タイプ標本群の中の代表となるもので、新種記載の際に一つだけ指定される、その種をも

っともよく示す標本 

※２ ホロタイプと同時に指定されたタイプ標本。雌雄や未成魚などさまざまな大きさや成長段

階が登録されることもある。 

 

・開催期間：２０２５年７月１９日（土）～２０２５年９月２８日（日） 

            ホロタイプ展示期間 ２０２５年７月１９日（土）～２０２５年８月３日（日） 

・開催時間：９：３０～１７：００（最終入館１６：００） 

・開催場所：琵琶湖博物館 水族企画展示室 特設コーナー 

・入 場 料：常設展示観覧料が必要になります 

 ＊水族企画展示室では水族企画展示「淡水魚から見る世界の湖沼」が開催されています。 

 ＊水族企画展示室の先にあるトンネル水槽には生きたビワマスが泳いでいます。 

 ＊水族企画展示室の入口にはビワマス大型個体のはく製も展示しています。 

 ＊その他休館日などの情報は、琵琶湖博物館のホームページでご確認ください。 

https://www.biwahaku.jp/ 

 

■マスコミ関係者向け、タイプ標本の撮影について 

今回の論文発表にかかるタイプ標本の撮影の場をマスコミ関係者向けに設けます。 

・日時：２０２５年６月３０日（月）１４：００～１６：００ 

・場所：琵琶湖博物館 応接室 

・内容：ホロタイプの撮影等、詳細は調整中 

※当日は休館日のため、来館には職員通用口を利用ください。 
 

■内容に関するお問い合わせ先 

 摂南大学 農学部応用生物科学科 特任助教 福家 悠介 

 TEL：072-896-5495（不在の場合は学校法人常翔学園広報室へ） 

■取材のお申し込み・報道に関するお問い合わせ先 

・学校法人常翔学園 広報室（担当：石村、木下） 

TEL：06-6954-4026 Koho@josho.ac.jp 

・滋賀県立琵琶湖博物館 琵琶湖環境部（担当：田畑、林、上坂） 

TEL：077-568-4811 info@biwahaku.jp 
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